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年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

一般 　関係者 無料 　　有料（最高額： ） 　　　　可 不可

人

式 本 台

本 台 台

本 台 台

台 本

【 】

入場料金 円 情報公開

備考

その他
ﾘﾊｰｻﾙ
練習

　　　芸能音楽
展示会
販売会

大会
式典

講習会
研修

　講演会

入場予定者数

物品販売

学校減免

（備考：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

障がい者減免 準備減免

　　：　　 　　：　　

利用許可 請求書発行

下記項目について許可等してよろしいか（受付日　　　年　　月　　日）

利用設備等
内　訳

（ そ の 他 ）

文化減免

※マイクを利用される場合はスピーカーセットも必要となります。

参加対象

※各会議室にはホワイトボードを常設しています。複数枚ご希望の方はご相談ください。

国際会議室レイアウトパック（有料）

※複数日連続でご利用、複数会場ご利用で欄が足りない場合は別紙にてご提出ください。

　　：　　　　：　　

　　：　　

催物名は１F案内板
に表示されます。

電話

不要

住　所

(　) 　　：　　 　　：　　 　　：　　

　　：　　 　　：　　 　　：　　

　　：　　

携帯

書　類
送付先

年 月

― ―

日

― ―

会場責任者への送付を希望

　　　　　米子コンベンションセンター　利用申込書

利　用　日

　　：　　

　　：　　

　　：　　

会　場

(　)

(　)

　　：　　 　　：　　

借上終了

　　：　　

　　：　　

本番開始

(　)

　　：　　(　)

住　所

申込日

借上開始 準備開始

氏　名

　　：　　

会場
責任者

フリガナ

本番終了

： 　　：　　

催物名称
当日ﾓﾆﾀｰ表示

利用目的

団体名

　　：　　

　　：　　

 申込者
 (請求先及
び送付先)

電 話

演台

プロジェクター

スクリーン

52型テレビ PC音声出力ケーブル

スピーカーセット

ワイヤレスマイク（ハンド型） マイクスタンド（卓上）

マイクスタンド（床上）

有線マイク

ワイヤレスマイク（タイピン型）

別シートの「条例・注意事項」を必ずご確認ください　

施設のご利用後は原状復帰をお願いいたします。施設（設備）の汚損・破損等があった場合は、修理等にかかる代金をお
支払いいただきます。

条例第７条第２項の該当の有無について必要に応じて鳥取県警察本部に照会することがあります。

お客様
同意欄

時間外利用 ホール内飲食

【提出先】米子コンベンションセンター　　FAX：0859-39-0700　（電話：0859-35-8111）　　　　　

通知書発行（お支払い確認後）

主査館長 課長 合議

（以下、施設側記入欄）

代表者名

― ―

フリガナ

ＦＡＸ

フリガナ



■鳥取県立米子コンベンションセンターの設置及び管理に関する条例

■個人情報の取扱いについて

■ご利用の変更について

■利用料のお支払いとキャンセル料について

・ご利用当日、実際に使用された設備の料金が別途必要となります。

・利用許可通知書の発行後または、施設料納付期限後にキャンセルをされる場合は、規定によりキャンセル料金をいただきます。

多目的ホール・小ホール・国際会議場

楽屋、控室等
第1～8会議室・情報プラザ・練習プラン キャンセル料

利用日まで1か月未満でのキャンセル 利用日まで7日未満でのキャンセル 100%

利用日まで1か月以上3カ月未満でのキャンセル 利用日まで7日以上1カ月未満でのキャンセル 50%

利用日まで3カ月以上前のキャンセル 利用日まで1か月以上前のキャンセル 30%

ご利用に関する手続きにつきましては、米子コンベンションセンターホームページでもご案内しております。または施設利用担当へお問い合わせください。

(利用の許可)

第７条　米子コンベンションセンター（以下「センター」という。）を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しよ

うとするときも同様とする。

　２　指定管理者は、その利用が次の各号のいずれかに該当する場合を除き、前項の許可（以下「利用許可」という。)をしなければならない。

　（１）公の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。

　（２）センターの施設設備をき損し、若しくは汚損し、又はそのおそれがあると認められるとき。

　（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号)第２条第２号に掲げる暴力団その他集団的に又は

　　　　常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるとき。

　（４）前３号に掲げる場合のほか、センターの管理上支障があるものとして規則で定める場合に該当するとき。

　３　指定管理者は、センターの管理上必要があると認めるときは、利用許可に条件を付することができる。

(行為の制限等)

第８条　センターにおいては、次の行為をしてはならない。

　（１）センターの施設設備をき損し、若しくは汚損し、又はそのおそれのある行為をすること。

　（２）所定の場所以外の場所において喫煙し、又は飲食をすること。

　（３）他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をすること。

　（４）前３号に掲げるもののほか、規則で定める行為

２　指定管理者は、前項の規定に違反し、又はそのおそれのある者に対しては、センターへの入館を拒み、又はセンターから

　の退去を命ずることができる。

（利用許可の取消し）

第10条　指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、利用許可を取り消すことができる。

 （１）この条例若しくはこの条例に基づく規則又はこれらの規定に基づく処分に違反したとき。

 （２）前条の命令に従わないとき。

 （３）利用許可を受けた利用目的以外の目的に利用し、又はそのおそれのあるとき。

 （４）利用許可の条件に違反したとき。

 （５）詐欺その他不正の行為により利用許可を受けたとき。

 （６）前各号に掲げるもののほか、センターの管理上支障がある行為をし、又はそのおそれがあるとき。

　本件でお客様よりお預かりした個人情報は、利用者登録・ご利用内容のお問い合わせ・ご利用の打合せ･ご利用料金お支払いの依頼など、

利用受付業務に限定し、利用させていただきます。また、お客様の同意なく第三者に提供することはいたしません。

・利用期間、利用施設の変更は、１回のみ可能です。

・利用の変更に伴い、施設利用料金が増額となる場合は、差額をお支払いいただきます。

・減額となる場合は、差額料金の返金はいたしません。


